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r意味」 現在 完了その他 現在 未来 完了その他
見る video δ6px・幽


























































































































名　詞 動詞 名　詞 動詞』
1 m（U）一，mw一＊ 2 wa一 ＊ 人
3 m（U）一，mw一u一 4 mi一 i一 植物
5 」（i）一，¢一 ?? 6 ma一 y＆ 丸いもの
7 ki一 ki一 8 vi一 v孟一 もの
9 n（y）一，¢一 i一 10 n（y）一，φ一 zi一 動物
11 u一 u嶺 ｝ 一 一 抽象名詞
§19　スワヒリ語において、このような分類にはすでにいくらかの崩れが見られてるとい
われます22。
　その一つは人、あるいは動物が、それが所属する名詞の類の接頭辞はとるが、動詞の一
致は第一類、又は複数の場合には第二類に従うというものです。たとえば、
a。Ki－jana　m－refu　w－a　Nigeria　a門li－sema．．．
　＝a－youth　lclass－ta皿1cla8s－of　Nigeria　he－past－rea威．．
　＝ナイジェリアの背の高い若者が読んだ．．．
ここでkijanaは第7類のki類に属しています。これは基本的には物のクラスであります
が、他のクラスのものがこのクラスの接頭辞をとると指小辞になります。したがって本来
ならばこれは＊Ki－jana　ki－refu　ch－a　Nigeria　ki－li－somaのようにならなければならないは
ずです。しかし現在の文法では所有形容詞のそれに準じるいくつかの場合を除けば、この
ような一致はすでに失われて、人のクラスの接辞をとるようになっています。
　第二の崩れ方は、本来のクラスの接辞は付けたままで、その前に第一類あるいは第二類
の接辞を重ねるやり方です。たとえば、
b．M－n（1ege　huyu　a－li－ruka　hewa戸niニ．1class－9cla8s－bird　this3pl－pa8t－junp　alr－loc．
　二鳥が空中に飛びあがった。
　第三の方法はクラスの接辞そのものを第一類に変えてしまう．ものであります。たとえば、
ki－ongozi「案内人」をmw－ongozi／wa－ongoziのようにする場合である。このようなこと
を考え合わせると、活格言語はそれ以前の多分類言語の多くのクラスを生き物とそれ以外
の物に統合することによって成立したものではないかという考えが、信愚性を持ってきま
す。この点に関連して、今バントゥー語族の比較言語学的研究が盛んに行われています。
21山口巖，op、cfむ，，p．1131G．A。Klimov，op．cfむ．，pp，282－285．
22山口巖，op．c琵．，p．114，
